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例  会  毎週金曜日１２時３０分（第５金曜日のみ１８時００分）   上野 精養軒 Tel（０３）３８２１－２１８１ 

事務局 〒116-0014 東京都荒川区東日暮里 5-48-5 光陽社ビル   Tel（０３）５８１０―６２２１ 

    E‐mail riverside-rc@riverside-rc.jp   ＵＲＬ  https://riverside-rc.jp/ 

 会長  小根澤 美和           幹事  渡辺 健次 

     「ロータリーのマジック」                  「温 故 知 新」 

  国際ロータリー会長 ステファニー A. アーチック 会長         東京リバーサイドロータリークラブ 

 

 

♪ロータリーソング「奉仕の理想」 

 

○最終夜間例会 

 木村会員＆あいりさん プチウェディング    

 

○誕生祝：有賀会員ご夫人（みどりさん） 

 

○年間出席表彰：遠藤 正幸 会員 6/13（4 回） 

        渡邊 学 会員 6/15（2 回） 

        西山 尚史 会員 6/23（3 回） 

          

      

 

  

○2025-26 年度初例会 

 開始 12：20 

・会長・幹事バッジと槌の引継ぎ 

・点鐘 

・国家斉唱「君が代」 

・ロータリーソング「奉仕の理想」 

・役員・理事の紹介 

・小根澤直前会長・渡辺直前幹事 

 記念品贈呈と答礼 

・会長挨拶及び新年度方針説明 

・幹事挨拶 

・役員理事紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○会長報告 

・事務局の移転が終わりました。 

 住所は、荒川区町屋 2-2-15 プリメーラ

O.D.A301 になります。 

○幹事報告 

・次回6 月27 日(金)は最終夜間例会です。 

 最後の例会になります。宜しくお願い致します。 

○委員会報告 

・親睦活動委員会（渡邊 学委員長） 

 来週 6 月 27 日(金)は最終夜間例会です。 

SAA、親睦活動委員会の皆さんは、5 時 20

分にお集まりください。 

 
 
 
小根澤 美和 会長 
 ラスト 2 回、頑張ります。 
 
高橋 秀治 会員 
 新旧理事会懇親会、とてもスムーズに入れ替 
われると思いました。お世話になりました。 
 
熊井 昌一郎 会員 
 おいしいアイスクリームありがとうございま 
した。 

 

○出席報告 名誉会員 1 名 

会員数 出席数 欠席数 

36 21 15 

☆ ビジター数 0 名   累計 3，896 名 

 

 

ニコニコＢＯＸ     ２０ ,０００円  

2024～2025 年度 累計１,６２６,００0 円 

【前回の例会  6 月 20 日】 

 

【次の例会  7 月 4 日】 

上野 精養軒 2F「藤の間」 

例会Ｎｏ.1172   2025 年 6 月27 日   

上野 精養軒 2F「梅の間」 

メニュー      

  

【 6 月：ロータリー親睦活動月間 】 

 

メニュー     

  

ニコニコＢＯＸ  ＳＡＡ報告 

mailto:riverside-rc@riverside-rc.jp


会長 小根澤 美和 退任の挨拶 
２０２４－２０２５年度、東京リバーサイドロータリークラブの会長を務め
させていただきました小根澤美和です。 

今年度のクラブテーマは「温故知新」でした。過去の知恵や経験を大切にし
ながら、そこから新しい価値を見いだし、未来に向けて前進していく、そん
な思いを込めたテーマです。 
実際のクラブ運営においても、大小さまざまな局面で、先輩方に相談させて
いただく場面が多くありました。そのたびに、経験に裏打ちされたアドバイ
スをいただき、大きな支えとなりました。この一年の積み重ねが、これからのクラブ運営におい
て“新しい一歩”となれば、会長としてこれほど嬉しいことはありません。 
 
振り返ってみると、多くの活動が思い出深く、なかでも特に心に残っているのが、輪島消防団の
納車式への出席です。現地に立ってみると、報道では伝わってこない現実がありました。復興が

思うように進んでいない姿に心を痛めると同時に、「自分たちにできる支援とは何か」をあらた
めて考えさせられる機会になりました。微力ではありますが、今後もできるかぎりの形で支援を
必要としている方々にしていくべきだと思いました。 
 
また、アサヒトラスト女子野球部との青少年スポーツ支援活動も継続して実施することができま
した。未来を担う子どもたちの成長に少しでも貢献できるこの取り組みは、クラブの意義そのも
のであると感じています。来年度以降も、クラブ内でこの支援の意義を共有し、良い形で継続し

ていければと思っております。 
 
そして国際交流においては、台湾との合同例会を開催することができました。この例会を通じ
て、城西ロータリークラブとの友情はさらに深まり、国を超えたつながりの大切さを実感しまし

た。今後もお互いに訪問し合い、信頼関係を育み続けられるよう、良い関係を維持していきたい
と考えています。 
 
さらに、地区研修協議会につきましては、開催に至るまで多くの準備や調整が必要となり、 
クラブの皆さまには最後までご心配とご負担をおかけしました。しかしながら、皆さんの一致団
結したご協力のおかげで、無事に成功を収めることができたこと、この場をお借りして心より感
謝申し上げます。 
こうして一年を振り返ると、本当にたくさんの方々に支えていただいた一年だったと感じていま
す。自分ひとりでは成し遂げられなかったことばかりです。励ましてくれる先輩がいて、そして
一緒に汗を流してくれたクラブの皆さまと影で私を支えてくれた渡辺幹事がいたからこそ、ここ

まで歩んでこられました。 
 
最後になりますが、クラブの皆さま、そして活動に関わってくださったすべての方に、心より感
謝申し上げます。皆さまの温かいご支援とご協力が、この一年間の原動力でした。来年度も、ク
ラブが地域と社会に対して意義ある活動を続けていけるよう、引き続きご協力をお願い申し上
げ、私からのご挨拶とさせていただきます。 
 
本当に 1 年間ありがとうございました。 

幹事 渡辺 健次  退任の挨拶 
この 1 年間「どうせやるなら、ちゃんとやろう」と心に決め、幹事としての責務 

に全力で取り組んできたつもりです。もちろん至らない点も多々あったとは思い 
ます 
が、今こうして、無事に任期を終えられたことをとても感慨深く思っています。  
中原会員から年度の始めの頃に、クラブで責任ある役割を持つということは「皆 
さんの貴重な時間を預かること」だと教わり、その言葉が、私の胸に刺さり、こ 
の 1 年間の指針となりました。また、皆さんが貴重な時間を割いて集まってくだ 



さっているわけですから、「今日来て良かったな」と思っていただける運営を目指して 
やってきたつもりです。   
数々の思い出の中でも、思い返せば、ガバナー訪問が終わってから 5 クラブ合同例会までの半 

月間の準備では、安田さんと毎日のように連絡を取り合い、時には 1 日 2 時間も電話での打ち 
合わせを重ねることもありました。安田さんには 1 から色々なことを教えて頂き感謝の言葉し 
かありません。 
また、地区研修協議会については、最後の最後まで方向性が見えず、皆さんにご迷惑をおかけ 
することもありましたが、何とか形にできたのは、遠藤実行委員長、郷田副実行委員長をはじめ、 
会員の皆さんのご協力のおかげでした。改めて感謝申し上げます。 
私は年度の始めに「美和会長を守る」という幹事テーマを掲げました。1 年間、このテーマを 
ずっと心に留め、実現のために行動してきたつもりです。会長が安心して活動できるよう、陰 
ながら支えることが幹事としての最大の使命だと考えてきました。 
また、幹事という役職は、ただの裏方でなく、クラブの空気をつくるとても大切な役割だと 
実感しました。その役割を果たせたかはわかりませんが、「渡辺 まぁまぁやったな」と皆さん 

が思ってくだされば、私のリバーサイド幹事人生に悔いはありません。 
 
最後になりますが、この幹事の経験は私にとって大きな学びであり、財産です。今後もクラブ 
の一員として、引き続き皆さまとともに歩んでいければ幸いです。 
 
1 年間、本当にありがとうございました。 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

国際ロータリーの理事会は、6 月 8 日のマリオ・セザール・マルティンス・

デ・カマルゴ RI 会長エレクトの予期せぬ辞任を受け、特別会合を開きまし

た。 RI 章典と方針に基づき、理事会は、2023 年 8 月に行われた国際ロ

ータリー会長指名委員会によって検討された候補者の中から、新たな会長

エレクトを選出しました。  

 

フランチェスコ・アレッツォ氏（イタリア、ラグーザ・ロータリークラブ

所属）が、2025-26 年度国際ロータリー会長として理事会により選出され

ました。アレッツォ氏は 7 月 1 日に会長に就任します。 

2 月の 2025 年国際協議会で発表された 2025-26 年度会長メッセージである「よいことのため

に手を取りあおう」はそのまま継承されます。このメッセージは、政治、地理、イデオロギーで

ますます分断されている世界において、結束する力となるようロータリー会員に呼びかけるもの

です。奉仕プロジェクトを通じ、ロータリーは、さまざまな背景を持つ人びと（人種、宗教、職

業を超えて）をつなぎ、地域社会でよいことを行うという共通の使命のために活動します。 

アレッツォ氏は、矯正歯科医として個人の診療所を構えています。イタリア、ヨーロッパ、アメ

リカの矯正歯科協会のメンバーとして国際的に活動しています。ラグーサ県の National 

Association of Italian Dentists の副会長であり、National Trust for Italy の創設者であり、同

団体で 7 年間ラグーサ県を代表しました。また、マルタ主権騎士団内の名誉と献身の騎士です。 

30 年以上のロータリー会員であるアレッツォ氏は、合同戦略計画委員会副委員長、RI 理事、ラ

ーニングファシリテーター、地区大会での会長代理を歴任したほか、ロータリー財団のメジャー

ドナーおよび べネファクターでもあります。アナ・マリア・クリシオーネ夫人は、観光業界の

起業家で、お二人には二人のお子さんがいます。 



 


